
各　位
イオン株式会社

イオン㈱５月度連結営業概況

１．連結営業収益の前期比伸び率

　　５月度の連結営業収益は、５,５６３億円、前期比１１０.３％となりました。
   　※月次の数値は、連結財務諸表作成基準での月次決算を実施していないため、管理会計上の数値です。

２．月度トピックス

３．営業概況

４．主な連結各社の月次売上高（取扱高）前期比伸び率一覧
（単位：％）

2015年2月期

売上高 全店 既存店 全店 既存店

イオンリテール㈱　　 95.0 93.8 101.8 100.0
イオン北海道㈱ 98.0 97.1 102.1 101.2
イオン九州㈱　　 93.6 91.4 100.1 97.9
㈱ダイエー 93.6 95.9 96.8 99.2
マックスバリュ北海道㈱ 109.7 105.4 110.1 105.7
マックスバリュ東北㈱　　 104.2 99.9 104.1 99.9
マックスバリュ東海㈱　 103.2 100.9 103.4 100.8
マックスバリュ中部㈱ 107.5 100.0 105.6 99.7

100.6 97.2 102.5 99.5
マックスバリュ九州㈱　　 102.7 100.0 103.4 100.5
ミニストップ㈱ 　　　　　（注１） 95.0 95.5 95.3 95.7
㈱コックス　　 100.9 104.0 99.4 101.6
㈱ジーフット　　 105.6 96.6 112.2 102.4
㈱イオンファンタジー　　 96.7 95.8 95.7 94.4

取扱高 ｶｰﾄﾞｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｰﾄﾞｷｬｯｼﾝｸﾞ 対象期間 ｶｰﾄﾞｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ ｶｰﾄﾞｷｬｯｼﾝｸﾞ 対象期間

106.9           107.0           5/1～5/31 105.5           113.0           4/1～5/31

注１：ミニストップ㈱は、2013年11月度より既存店売上高前期比の計算方法を、ＰＯＳＡカードの売上を含んだ計算に変更しております。

＜ご参考＞
開閉店の状況

当期累計（3/1～5/31）
開店 閉店 開店 閉店 5月末店舗数

ＧＭＳ （総合スーパー） 0 1 4 3 609
Ｓ　Ｍ （スーパーマーケット） 3(1) 5(0) 17(7) 19(2) 1973(643)

※グランドオープン日を開店日としています。

※期末店舗数には、開閉店のほか、業態変更等の数を反映しています。

※(  )内は、持分法適用関連会社の実績です。

イオンの電子マネー「ＷＡＯＮ」の状況

当月末の累計発行枚数： 約４,１４０万枚　月間利用金額： 約１,５３０億円　月間平均単価： 約１,７００円

利用可能箇所： 約１８６,０００箇所

地域貢献「ＷＡＯＮ」（寄付つき）：合計８４種類（のべ３９府県、２７市町、２０団体)

※地域貢献「ＷＡＯＮ」の詳細については下記URLをご参照ください。

http://www.waon.net/special/region/index.html

問合せ先 秘書室責任者 　髙橋 　丈晴

2014年6月25日

取締役兼代表執行役社長 　岡田 　元也
　　（コード番号８２６７        東証第一部）

 イオンフィナンシャルサービス㈱

5月度（5/1～5/31）

（電話番号　043-212-6042）

　当社は、株式会社マルエツ（以下、マルエツ）、株式会社カスミ（以下、カスミ）、丸紅株式会社と、「首都圏におけるスーパーマー
ケット（ＳＭ）連合」の創設について、具体的な検討を開始することで合意しました。本連合の第一フェーズとして、２０１５年３月まで
にマルエツ、カスミ、マックスバリュ関東株式会社のＳＭ３社による共同持株会社を設立し、首都圏のニーズを踏まえた新業態開発
やＰＢ商品開発、サプライチェーン改革などに取り組むことを想定しています。本連合は、２０２０年を目途に首都圏において売上高
１兆円、１,０００店舗体制を構築し、国内ナンバーワン規模のＳＭ連合体を目指してまいります。

　５月１５日より、イオングループ約３,９００店舗とオンラインショップで「イオンの夏ギフト２０１４」の承りを開始しました。今年は、「本
物」の良さを表現した「ジャパンクオリティギフト」や日本の食文化を継承する「フードアルチザン（食の匠）」をはじめ、送り主の「らし
さ」が輝く選択型ギフト「こばこシリーズ」、楽しい時間を過ごせる体験型の「コトギフト」など、約１,１６６品目を取り揃えました。また、
毎年ご好評いただいているお買い得ギフト「家計応援ギフト」も昨年の１.６倍となる１００品目超に拡充しました。

　５月２７日、当社と鳴門市は、「鳴門市とイオン株式会社とのＷＡＯＮ発行に伴う提携合意書」を締結しました。両者は、提携発行
の電子マネー「なると第九ＷＡＯＮ『第九アジア初演の地』鳴門市」（６月１日発行）を活用し、鳴門市の文化・観光振興等、地域の一
層の活性化と住民サービスの向上に取り組んでまいります。

　５月３０日より、総合スーパー「イオン」「ダイエー」及び食品スーパー「マックスバリュ」「グルメシティ」など全国約１,７００店舗でイオ
ンカード及びＯＭＣカード双方のカード会員さまを対象に毎月２０日と３０日のお買い物が５％割引となる「お客さま感謝デー」を開始
しました。相互にご優待サービスを提供することで、これまで以上にお客さまに便利でお得にイオングループでのお買い物を楽しん
でいただくことを目的としています。

　５月度は、母の日・こどもの日等社会行事関連の品揃えや売場展開の強化、ならびにゴールデンウィーク後半の行楽需要対応に
注力しました。小売事業では、引き続き住居余暇関連商品や衣料品が消費増税前の駆け込み需要の反動を受けたものの、食品
は回復基調となりました。また、シネマや外食等が順調となり集客の増加につながったディベロッパー事業とサービス事業のほか、
総合金融事業では、新規カード会員獲得の取り組みやイオン銀行の預金残高の拡大が貢献し、引き続き好調となりました。

5月度（5/1～5/31） 当期累計（3/1～5/31）

マックスバリュ西日本㈱


